


















昭和61年に文部省 (当時)が示 した 『いじめ』
の定義は,時代の変化に伴いその内容 ･解釈が
改められている｡さらに犯罪性を帯びた行為へ
とエスカレー トしていく 『いじめ』に対 し,学








































































































































アプローチ (表 1)を計画 し,保護者 ･教職員
の共通理解 を図るとともに,随時協力 ･支援 を
得ることとなった｡
かかわる中で無理が生 じたら,す ぐ ｢対応 レ




















そのための環境づ くりの支援 をするなどの働 き
かけをする必要がある｣ として,個々の子 ども
の状況に応 じた適切 な働 きかけを学校が行なう
よう求めた｡
表 3 ｢A男の 7ケ月の軌道｣は,A男の心身
の状況 を判断 しなが ら保護者や関係機関,時に
はA男 と話 し合 う中で本人の努力目標 (本人の
課題) を週毎に設定 し,それを明確 に示すこと
によって保護者や教 師が支援 してい くとい う
月 【対応レベル1】 【対応レベル2】 【対応レベル3】
4 登校刺激を与える 保健室又は相談室登校をうな 自宅学習
a友人の呼びかけ がす a担任の家庭訪問
a教師との接触b友だちとの接触 b課題学習
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表 2 ｢初期段階における親の動きと学校の対応等｣
回 月 .火 親 (母親)の動き 学校 (教師)の対応等
1 4/7 学級担任に相談 担任は学年の会で情報提供
2 4/12 公的相談センターに電話で相談 相談センター相談員から相談内容の連絡 (保護
15 者承諾済)受A男対応についての段階的アプローチ案を作成し､教職員の共通理解を図る相談センター相談員との継続的連絡を開始
3 4/14 担任及び校長 .学年主任と学校 子どもの動き､親の心理状況の把握に努力
にて面談 学年からコーディネーター役の担当者 (A男の相談担当教師)を選定
4 4/18 担当教師と電話で相談 母親との面接日を約束
5 4/19 親子で児童相談所を訪問し相談 児童相談所の担当員と情報交換 (保護者承諾)
表 3 ｢A男の7ケ月の軌道｣
過 本人への課題 行動の特徴 留 意 点
1週 (◎ 母親を通 して本人へ連 ○｢このままずつと学校へ行け ○本人への課題は押し付けでは
母 絡する) なくなるのか?｣ なく,様子を見ながら気分の
親 ア 戸外-出よう (活動範囲の ｢自分の将来はどうなるの よい時に話すよう強調する○
面 拡張) か?｣という不安を母に訴え ○本人が,友人に会うことや数
接4/20 イ 体を動かそう (運動) るo 室入室を拒否しているなら,
ウ 家の手伝いをしよう ○｢自分なんかいない方がよい｣ 他の場所 (保健室 .相談室
(コミュニケーション -評 と,精神的動揺をあらわす○ 等)の登校も可能また,登校
か 価と自信 ○友人の登校誘いを拒否するが, 時間も本人の希望でよいこと
ら エ 学習をしよう (自由に) 友人のことを気にもしている○ を話 し,学校の受け入れ姿勢
☆ 母親への課題 を示す○




2週 ☆ 母親への課題 ○誰の電話に申出なくなる ○友達にA男の状態を話し,読
母 ア 無理に友人に会わせない ○友人に会いたくないと言い出 ねて行かないよう協力頼む○
の イ 親子の会話の中に学校の話 すo ○親子ともに学習の遅れが気に
み4/25 題入れ反応をチェックする なりだしているので,ノー トコピーを約束して安心感を持たせるo
3週 (◎ 母親を通 して本人へ達 ○母の面談について行きたいと ○連休を迎え,心と体をリラツ
母のみ5/2 絡する) 話す○ クスさせるよう母親にアドバア 連休に入るので,思いきり遊ぶ イ をす ○
4週 ア 自分を見つめようイ いろいろな先生方と話をし ○登校時間ではないから,学生 ○本人の気持ちを大切にし,隻
母 服を着て行 くのはいやだと言 け入れる姿勢を示すo
千 うー私服でもよいと伝えると,○無理強いはしないで,登校時
莱 Gパンで登校する○ 間や下校時間 A男本人に決
談 よう ○廊下の壁に身を寄せ,隠れる めさせる○
5/9 ように会議室に入り,約20分 ○先生方は短時間の面談で,勉
の面談で帰宅する○(20分の面談の中で,少しではあるが自分 気持ちを話すO-.初日)○翌日は来られるか不安だと言いな らも,来なければ 思始めるo 強以外の話題で接する○
5週 ア 学校にいる時間を少しずつ 一〇PTAの役員が会議室に入って ○会議室にPTA関係者が入って
本 増やそう 来ると顔をこわばらせていた 来て仕事をしても,部屋を替
人 イ 学校を知ろう (保健室 .校 が,週末には慣れて緊張状態 える配慮などしないで,本人
の 長室などを毎日巡回する) は少なくなるo の様子を見るo
み ウ 自習プリントをやってみよ ○少しずつ在校時間が増え週末 ○友人の話題を持ちかける○
5/16 つ には4校時までいることができた○
6週 ア 学校で弁当を食べよう ○弁当を持ってきて,話をしな ○時々保健室で学習をさせて,
-9-
神奈川大学心理 ･教育研究論集 第27号 (2008年3月31日)
以 イ 自分で学習計画を立てよう がら食べるo 他学年の生徒との接触を試み
下 ウ 下校する時には､校長 .副 ○職員室 .校長室へ一人で入る るo
本 校長先生に挨拶をして帰ろう ことができるo ○同学年では,他学級のD男に
人 ◎同学年D男との接触を試みる ○中間テス トを保健室で受けるo 協力を求め,休み時間に偶然
の ○嫌がりながらもD男と会うが, を装いD男に会わせることに
み 2-3言葉をかわすとホツと 成功するo(友人の話題の中で,
5/23 した様子を見せるo 特にD男には興味を示したので, を選んだ○)
7週 ア 学級の時間割に合わせて, ○カバンが重たいと言いながら ○教科の先生は,授業の前に課
5/30 教科書を持つてこよう ち,時間割をそろえてくる○ 題を与えていくo
イ 教科の先生から出される課 ○授業のない先生が話し相手に
題を自習しよう なりながら,自習監督に当たる○○友人の思い出を書いたり,教室の様子を図に奮 して,意識づけ するo
8過 ア (自然教室は不参加なので,○日記を書く○ ○特殊学級-遊びに行 くことを
6/6 その間は)日記をつけよう ○特殊学級の教室に入り,小作品を作るo すすめる○
9過 ア 授業の課題を職貞室の先生 ○職員室に出入りするo ○D男が本人の級友E男を連れ
6/13 まで聞きに行こう ○級友の出現に戸惑うが,嫌が て,A男のいる会議室に会い
☆級友との接触を試みる らない｡ に行 くかたちをとり,成功するo
lo遇 ☆接触する友人の数を増やす ○6月25日,1年生の自然教室 ○｢相談室に行かせてくれなけ





｢相談室へ行 くこと以外は考 間 (従来は10日間)で写真を
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生徒指導上の今日的課題とその対応
る,ふて腐れた態度で帰宅 した 翌朝 ｢みんなが写真を見に来る前に登校することに｣ と言って,早 く登校するo 心感を与えるo
11週6/27 ☆接触する友人の数を､さらに増や ○期末試験を保健室で受けるo
12週 ア 級友と弁当を食べよう (会 ○級友 2人を交,楽 しく食事を ○学級に戻る準備段階に入るo
7/4 議室にて) する○○10週で起きた写真の一件以,遅刻がなくなる○
13週 ア 口癖になっている ｢なぜ?｣ ○級友が強引に教室に連れて行 ○誘いに行った級友,A男の心
7/ll ｢どうして?｣をやめよう こうとしたこと,月曜 (ll の動 きを話,強引な力ず くで
日)は登校を拒否するO-ゆ の誘いではな,他の方法を考
つくり休ん,今の気持ちをノー トに書いてお くように話す○○翌日 (12日),欠席 した気持ちをノー トに整理 して持ってくる○ えて欲 しいと協力をあおぐ○
14週 ☆夏休みの課題 ○夏休みを迎える楽 しさから, ○依頼心の現れで もある ｢な
7/18 ア 家の手伝いをしよう 家族旅行の計画や自分のや り ぜ .なに現象｣に焦点を当,
イ ｢なぜ ?なに ?｣をなくそ たいことなど,いつになく多 本人が意識的になくしてい く
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月 本人への課題 ー行動の特徴 留 意 点


















ll 学級に戻ろう ○1,D男の協力を得,教室に入るo ○遠 くから見守る形をとる○
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｢働 きかけ｣を重視 した取 り組み事例である｡










































































































































































































































神奈川大学心理 ･教育研究論集 第27号 (208年3月31日)
て,保護者が教師に期待するものは大きい｡
学校は,担任以外にも教科指導や部活動顧問
として当該生徒にかかわっている教師は多い｡
担任だから,顧問だからという枠を外 し,その
子 どもに一番近い存在の教師がかかわること
で,子どもとともに保護者も安心感を増 してい
く｡かかわる役割の教師は,コ-デネ一夕一役
を認識 しながら,彼らが期待する教師像を目指
してその役割を果たしていくことが極めて大切
なことだと感じている｡
平成19年 7月に,学校基本調査の不登校児
童 ･生徒の人数が広報された｡新聞の見出しは,
『中学不登校8052人最多』『小学校2070人,10
年前の2倍』の文字が躍っていた｡この数字は,
18年度に神奈川県内の児童 ･生徒が年間30日以
上傷病等以外で学校を休んだ人数である｡中学
校では,3.62%が不登校を起こしており,40人
学級で 1人から2人が不登校という深刻な事態
が報告された｡
かつて平成15年に,これまでの単に見守るだ
けの対応や,立ち直りを待つ傍観者的対応を見
直すよう,文部科学省の ｢不登校問題に関する
調査研究協力者会議｣から提言書が出されたこ
とがあった｡さらに,中学生に進級 した際起こ
す ｢中1ギャップ (環境が大きく変化するため
に不登校になるケース)｣は,ここ数年増加傾
向にある｡
これらを考えると,一人ひとりの不登校生の
ための校内教職員の協力 ･支援体制づ くりとと
もに,当該学校間及び関係諸機関との連携,ネ
ットワークによる情報共有は,効果的な対応 ･
意味ある働 きかけをするのにますます重要にな
ってくる｡今回の中学不登校過去最多の報道は,
これまで効果的に取組んできた各学校の対応を
検証 し,その努力と成果を見直しながら,教師
の指導力向上を図る契機としたい｡
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